
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による評価 

 

Ａ環境面 

・個別に落ち着いて過ごせるよう工夫をしている 

・丁寧に対応してもらっていると感じる 

・手厚いと感じる 

 

Ｂ児童への支援内容 

・児童の特性をよく理解してくれている 

・学童期に子どもについて年齢にあった資格をもっ

ていると良い 

・いろいろな体験をさせてもらっている 

・プログラムが多岐にわたっている 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・面談や連絡帳でその日の状況や今後の課題を伝え

てもらっている 

・家庭の状況を説明する機会がない 

・子どもや保護者の不安に寄り添ってもらえている 

・療育に関する助言を得る機会があまりない 

 

E非常対応 

・防犯マニュアルに対して分からない 

 

【共通点】 

通所している児童が楽しいと感じる活動や、様々な経験ができる活動の提供ができている。 

児童やご家庭の不安に寄り添った支援を行うことができている。 

 

【相違点】 

療育に関する助言を得られる機会があまりない 

家庭の状況を説明する機会がない 

 

Ａ環境面 

・特性に応じて個室の活用をしている 

・近場に公園が数か所あり、運動の場がある 

・近隣に図書館やスーパー、駅などがありプログラ

ムで活用している 

 

Ｂ児童への支援内容 

・児童の特性に合わせて様々なプログラムを提供

している 

・他者との関わりを通してコミュニケーションの

機会が増加している 

 

Ｃ関係機関との連携 

・学校や事業所間での情報共有 

・社員が地域学習会に参加 

・地域が開催するイベントへの参加 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・送迎時や電子連絡帳での今日の様子の共有 

・毎月の通信の裏面に児童たちの様子が伝わる写

真の掲載 

・半年に一度の保護者面談にて児童の様子や家庭

での困りについて情報共有 

 

Ｅ非常対応 

・半年に一度、防災や避難経路に関するプログラム 

の実施 

・各家庭の緊急連絡先のとりまとめ 

事業所内での分析 

職員による自己評価 

事業所自己評価シート（星の広場）         2026年 3月現在        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名  放課後等デイサービス 星の広場 

 

担当者   齋藤 郁佳    

 

 

  

① について 

支援を児童の学校や家庭での生活に反映できるよう、ご家庭への助言や支援内容の共有を行う 

送迎やお迎え対応、公式 LINEでの対応等細やかに保護者とコミュニケーションをとっていく 

 

②  について 

研修への参加や事例検討会の実施 

 

③ について 

防災に関するプログラム、半年に一回の避難訓練の活動報告を行っていく 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

昨年の課題にあった長期休み時のプログラムについて、児童の意見や希望、好みをもとに、それぞれの曜日

の利用者が調理や外出など多岐にわたる体験ができる企画を行うことができた。今後も児童の「やってみた

い」「たのしい」という気持ちを大切に、支援を行っていきたい。 

また、利用児童が楽しみに通うことができる療育の場・居場所づくりができていると感じる。支援の質の向

上のために、職員研修や関係機関、地域との連携に力を入れていきたい。 

 

 

・通所している児童が楽しいと感じられる活動を

多岐にわたって提供することができている 

・各家庭と情報共有をした課題や困りごとなど問

題解決に向けた支援をすることができている 

・児童に対して個別に丁寧な対応ができている 

・地域資源の活用ができている 

 

 

① 療育に関するご家庭への助言 

 

② 職員の研修体制 

 

③ 安心感に繋がる非常時対応 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 



 


